
 

 

 

 

★進路実現に向けて★ 
いよいよ 3 年生にとっては中学校生活最後の年がスタートしました。この１年は『進路

実現』に向けて具体的に取り組む1年です。「高校って，そもそもどんなところか想像つか

ないな」，「志望校ってどうやって決めたらいいかな」，「受験勉強に向けてどうやって勉強し

たらいいのかな」など，様々な疑問や不安が募っているところだと思います。その「不安」

は誰かに相談すれば「安心」になるかもしれない。「苦手」なところは，得意な人が助けて

「分かる！できる！」になるかもしれない。一人では心が折れてしまいそうになることでも

仲間とだったら乗り越えられることもあります。だからこそ，生徒と保護者と教職員が

“ ”になることが進路実現にはとても大切なことです。互いに受験に向けて

同じ方向を向き，一緒に取組んでいきましょう。 

 そのためにも，この進路通信では，高校のオープンスクールや入試情報はもちろん，受験

に関わる「心構え」や「対策」なども発信していこうと思います。進路にかかわる話をご家

庭でされるときにこの通信も活用していただけたらと思います。 

 

『進路選択』ってどうしたらいい？ 

①「将来の生き方」を考えることから始まる。 

  例）「あなたの将来の夢は何ですか。」 

    「どんな生き方をしたいと思っていますか。」 

    「自分の好きなこと」や「興味があること」は何か。 

②その将来の目指す姿に近づくためにはどのような勉強や技術などが必要なのかを調べる。 

  例）「福祉に関わる仕事に就きたい」  → 福祉に関する知識・技術 

    「海外で貿易関係の仕事がしたい」 → 語学力・経済に関する知識 

    「ものづくりが好き」       → 美術系・工業系等の知識・技術 

    「農業に興味がある」       → 農業に関する知識・技術   等 

③それらの知識や技術を学べる上級学校（高校・大学・専門学校等）を調べる。 

④自分の興味や学力などを踏まえ，中学校卒業後の希望進路を考えていく。 

  ※通学方法や学費などについても保護者の方とよく相談すること。 

 将来の夢が決まっている人は，その夢から逆算して進路を考えていくといいでしょう。ま

だ将来の夢がない人は，中学校卒業後に「より広い選択肢の中から選べる進路はどれか」と

いう点で考えるといいと思います。 

 ポイントは，「自分をよく見つめる」，「情報を集める」，そして，「進路の選択肢を広げら

れるよう，何事にも一生懸命取り組む」ことです。 

 

（参考）広島県教育委員会HP「進路選択は将来の生き方を考えることから始まります。」 
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★進路関係日程（年間予定）★ 

  

3 年生では，定期試験以外に実力テストを計４回実施します。この実力テストの結果等を

もとに，三者懇談では進路についての話も具体的に進めていきます。 

そこで，進路実現に向けて今の段階から次の４点を意識しておきましょう。 

 

   

  ① 進路希望について家族としっかり話し合う。 

       ② 高校のオープンスクールには必ず参加する。（２校以上） 

       ③ 楷書ではっきりと文字を書く。 

       ④ 保護者名・郵便番号・住所等を正確に記す。 

 

 

 

なお，県内公立高等学校以外はそれぞれの高等学校で日程等が異なりますので，受験希 

望者に個別指導します。また，進路に関する詳しい情報についてはその都度お知らせします。 

１

学

期 

5月上旬  実力テスト（第1回）   

       進路希望調査（1回目） 

 6 月上旬  近隣高等学校等と連携した高校説明会 

７月下旬  三者懇談  

   夏休み中  各高等学校等のオープンスクール 

２

学

期 

8月下旬  実力テスト（第2回） 

９月上旬  進路希望調査（2回目） 

１０月中旬  進路説明会 

   下旬  実力テスト（第3回） 

１１月中旬  進路希望調査（3回目） 

１２月下旬  三者懇談 

    冬休み中  私立高校推薦等受験者指導 

３

学

期 

１月上旬  実力テスト（第４回） 

２月下旬  広島県公立高等学校一次選抜（学力検査・自己表現等） 

３月上旬  一次選抜合格者発表 

３月中旬  二次選抜（自己表現等） 

３月中旬  二次選抜合格者発表 

３月下旬  二次選抜（広島市立みらい創生高等学校） 

３月下旬  二次選抜合格者発表（広島市立みらい創生高等学校） 

    ※詳細は決定次第ご連絡致します。 


